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一

は
じ
め
に

遠
藤
周
作
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』（
昭
和

年

月

日
、
新
潮
社
、
以
下
、
遠

48

10

15

藤
著
と
略
記
、
初
出
は
「
聖
書
物
語
」
、「
波
」
昭
和

年
春
季
号
～

年

月
号
、
新
潮

43

48

6

社
）
に
は
、
種
々
の
形
で
の
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
ル
ナ
ン

の
『
イ
エ
ス
伝
』
」（

頁
）
の
よ
う
に
正
確
に
、
或
い
は
Ｃ
・
Ｈ
・
ド
ッ

31

ド
を
「
Ｇ
・
Ｈ
・
ト
ッ
ド
」（

頁
）
の
よ
う
に
不
正
確
に
、
ま
た
或
い
は

154

「
学
者
た
ち
の
マ
タ
イ
福
音
書
の
写
本
の
研
究
に
よ
っ
て
」（

頁
）
の
よ

133

う
に
、
引
用
典
拠
の
著
者
を
不
明
瞭
に
、
な
ど
の
形
で
で
あ
る
。

だ
が
、
現
在
、
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
の
調
査
、
資
料
公
開
に
よ
っ

て
、
遠
藤
著
の
典
拠
を
確
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
同
文
学

館
で
は
、
平
成

年

月
か
ら
現
在
も
、
同
文
学
館
内
に
お
い
て
、
蔵
書

19

6

目
録
（
以
下
、
目
録
と
略
記
）
を
一
般
公
開
し
、
ま
た
、
同
年
同
月
か
ら
現

在
も
、
同
文
学
館
内
に
お
い
て
、
同
文
学
館
が
、
遠
藤
に
よ
る
遠
藤
の
蔵

書
へ
の
文
字
の
書
込
み
、
傍
線
や
一
～
数
行
を
括
る
よ
う
に
施
し
た
線
の

書
込
み
、
遠
藤
が
折
り
込
ん
だ
と
推
測
さ
れ
る
折
の
跡
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

「
無
力
」
な
イ
エ
ス
像
形
象
の
た

め
の
選
択

―
遠
藤
周
作
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
に
お
け
る
Ｅ
・
シ
ュ

タ
ウ
フ
ァ
ー
『
イ
エ
ス

そ
の
人
と
歴
史
』
の
引
用
の
あ
り

方

―

管

原

と

よ

子

S
U
G
A
H
A
R
A

T
o

y
o

k
o

書
込
み
や
折
の
跡
な
ど
を
ペ
ー
ジ
ご
と
に
一
つ
ひ
と
つ
写
真
に
撮
り
、
パ

ソ
コ
ン
に
写
真
画
像
と
し
て
収
め
た
パ
ソ
コ
ン
写
真
デ
ー
タ
（
以
下
、
パ
ソ

コ
ン
写
真
デ
ー
タ
と
略
記
）
を
一
般
公
開
し
て
い
る
。
更
に
、
同
文
学
館
は
、

遠
藤
の
旧
蔵
書

冊
を
目
録
化
し
た
『
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館

所
蔵

869

蔵
書
目
録
Ⅰ
』（
平
成

年

月

日
、
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
、
以
下
、
『
目
録

20

3

27

Ⅰ
』
と
略
記
）
、
遠
藤
の
旧
蔵
書

点
を
目
録
化
し
た
『
平
成

年
度

遠

509

20

藤
周
作
文
学
館
所
蔵
蔵
書
目
録
』（
平
成

年

月

日
、
同
文
学
館
、
以
下
、『
平

21

3

28

成

年
度

目
録
』
と
略
記
）
を
発
行
し
、
遠
藤
研
究
の
た
め
の
貴
重
な
資
料

20
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
提
供
に
よ
っ
て
、
遠
藤
著
の
典
拠

を
確
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
中
に
は
、

遠
藤
著
が
典
拠
に
し
た
と
推
測
さ
れ
る
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ッ
プ
ス
著
、
Ｓ
＝

カ
ン
ド
ウ
、
金
山
政
英
訳
『
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
時
代

』（
昭
和

年

月

2

24

12

日
初
版
、
三
省
堂
）
が
、
目
録
、
『
目
録
Ⅰ
』
、
『
平
成

年
度

目
録
』
、

20

20

パ
ソ
コ
ン
写
真
デ
ー
タ
に
見
当
ら
な
い
な
ど
の
例
も
あ
る
が
、
同
文
学
館

の
調
査
、
資
料
公
開
に
よ
り
、
遠
藤
が
所
蔵
し
て
い
た
書
籍
を
確
認
す
る

こ
と
や
、約

冊
の
蔵
書
に
お
け
る
書
込
み
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

300

本
論
で
は
、
以
上
の
資
料
を
活
用
し
て
い
る
。

先
記
し
た
よ
う
に
、
遠
藤
著
は
種
々
の
形
で
、
遠
藤
著
の
典
拠
を
示
し

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
記
名
の
頻
度
の
高
い
の
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
で

あ
る
。
合
計

箇
所
、
即
ち
遠
藤
著
の

、

、

、

、

、

頁
に

6

10

46

50

98

111

129

シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
う
ち
の

頁
に

129

は
、「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
の
『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
時
代
』
に
よ
っ
た
」

と
記
述
が
あ
り
、
目
録
、
並
び
に
パ
ソ
コ
ン
写
真
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、

Ｅ
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
、
荒
井
献
訳
『
エ
ル
サ
レ
ム
と
ロ
ー
マ
』（
昭
和
40



年

月

日
、
日
本
基
督
教
団
出
版
部
）
が
典
拠
だ
と
確
定
で
き
て
い
る
。
他

12

20

の

箇
所
、
即
ち

、

、

、

、

頁
に
つ
い
て
は
、
目
録
と
パ
ソ

5

10

46

50

98

111

コ
ン
写
真
デ
ー
タ
か
ら
、
Ｅ
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
、
高
柳
伊
三
郎
訳
『
イ

エ
ス

そ
の
人
と
歴
史
』（
昭
和

年

月

日
初
版
・
昭
和

年

月

日
第

37

2

25

42

2

25

4

版
、
日
本
基
督
教
団
出
版
部
、
以
下
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
と
略
記
）
が
典
拠
だ
と

確
定
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
パ
ソ
コ
ン
写
真
デ
ー
タ
か
ら
は
、
遠
藤
に
よ

る
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
へ
の
書
込
み
箇
所
の
総
数
が
約

箇
所
に
も
及
ぶ

80

こ
と
や
、
遠
藤
著
は
書
込
み
を
施
し
て
い
る
箇
所
だ
け
を
引
用
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
或
い
は
書
込
み
を
施
し
て
い
て
も
、
遠
藤
著
に
活

か
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
確
認
で
き
て
い
る
。

遠
藤
著
に
お
け
る
典
拠
に
遡
っ
た
論
は
ま
だ
少
な
い
状
況
で
あ
り
、
シ

ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
の
典
拠
に
遡
っ
た
論
に
限
る
と
、
天
羽
美
代
子
「
遠
藤
周

作
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
に
お
け
る
〈
イ
エ
ス
像
〉
造
形
過
程
の
一
考
察
―

シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
『
イ
エ
ス
―
そ
の
人
と
歴
史
―
』
の
影
響
に
つ
い
て
―
」

（
「
高
知
大
国
文
」
第

号
、
平
成

年

月

日
、
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会
、

―

35

16

12

20

49

頁
）
が
詳
論
と
し
て
あ
る
。
こ
の
天
羽
の
論
に
お
い
て
は
、
以
下
の

58

4

点
に
着
目
さ
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、（
一
）
「
遠
藤
は
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
を

書
く
に
あ
た
っ
て
、
編
年
史
に
こ
だ
わ
り
、
そ
の
際
の
枠
組
み
を
シ
ュ
タ

ウ
フ
ァ
ー
の
『
イ
エ
ス
―
そ
の
人
と
歴
史
―
』
か
ら
借
り
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
「
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

の
流
れ
に
即
し
て
イ
エ
ス
の
一
生
の
流
れ
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
、
イ
エ

ス
が
ヨ
ル
ダ
ン
川
で
受
洗
し
て
か
ら
刑
死
す
る
ま
で
の
期
間
を
四
年
半
と

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
聖
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
年
号
を
作
中
で
記

し
て
い
る
数
ヶ
所
に
お
い
て
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
の
『
イ
エ
ス
―
そ
の
人

と
歴
史
―
』
と
一
致
し
（
中
略
）
、
時
間
的
経
過
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
根
拠

と
し
て
各
所
に
示
さ
れ
て
い
る
聖
書
の
対
応
章
節
や
イ
エ
ス
の
言
葉
な
ど

に
も
『
イ
エ
ス
―
そ
の
人
と
歴
史
―
』
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
」（
以
上
、

頁
）
こ
と
、
（
二
）
「
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
に
は
、
悲
し
げ

51

な
表
情
を
う
か
べ
る
イ
エ
ス
の
姿
が
随
所
に
描
写
さ
れ
て
」
お
り
、
そ
の

イ
エ
ス
像
が
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
の
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
、
偶
然
の
一
致
と
見
る
べ
き
で
あ
」（
以
上
、

―

頁
）
る
こ
と
、

52

53

（
三
）
「
遠
藤
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
よ
り
も
さ
ら
に
イ
エ
ス
の
〈
孤
独
〉

を
強
調
し
て
描
い
て
い
る
」（

頁
）
こ
と
、（
四
）
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
が

54

イ
エ
ス
像
の
一
面
と
し
て
イ
エ
ス
の
無
力
さ
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
な
が

ら
も
、
基
本
的
に
は
た
く
さ
ん
の
奇
跡
を
行
い
、
権
威
あ
る
イ
エ
ス
像
を

主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
、
遠
藤
は
奇
跡
や
権
威
あ
る
イ
エ
ス
の
姿
を
一

切
排
し
、
〈
無
力
さ
〉
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
無
力
で
あ
る
が
ゆ
え
に
イ

エ
ス
で
あ
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
の
主
張
は
、
シ
ュ

タ
ウ
フ
ァ
ー
に
は
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
遠
藤
独
自
の
発
展
と
考
え
ら

れ
る
」（
同
頁
）
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。
天
羽
は
、
右
の
論
の
発
表
後
、
天

羽
美
代
子
「
イ
エ
ス
像
の
変
革
」（
柘
植
光
彦
編
『
遠
藤
周
作

―
挑
発
す
る
作

家
』
平
成

年

月

日
、
至
文
堂
、

―

頁
）
を
発
表
し
て
い
る
。
イ
エ
ス

20

10

1

146

156

像
に
関
す
る
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
遠
藤
著
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
前
者

の
論
の
方
が
詳
し
い
が
、
二
つ
の
論
の
主
旨
は
同
様
で
あ
る
。

天
羽
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
遠
藤
著
の
イ
エ
ス
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著

が
記
述
す
る
イ
エ
ス
と
異
な
り
、
奇
蹟
を
行
え
な
い
（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著

は
「
奇
跡
」
の
記
で
あ
る
が
、
遠
藤
著
は
、
目
録
、
『
目
録
Ⅰ
』
に
記
載
の
あ
る
、
エ
・

ラ
ゲ
訳
『
新
約
聖
書
』
明
治

年

月

日
初
版
・
昭
和

年

月

日
第

版
、
天
主

43

7

13

6

2

5

7



公
教
會
出
版
の
記
述
と
同
じ
「
奇
蹟
」
の
記
で
あ
る
た
め
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
に
関
す

る
場
合
に
は
「
奇
跡
」
を
、
一
方
、
遠
藤
著
に
関
す
る
場
合
に
は
「
奇
蹟
」
を
使
用
・
注

管
原
）
。
ま
た
、
遠
藤
著
は
確
か
に
、
多
く
の
箇
所
に
お
い
て
、
シ
ュ
タ

ウ
フ
ァ
ー
著
を
枠
組
み
と
し
て
活
用
し
て
い
る
が
、
有
名
な
「
宮
き
よ
め
」

や
弟
子
派
遣
の
年
代
な
ど
の
イ
エ
ス
の
年
代
記
や
、
イ
エ
ス
を
中
心
と
し

た
出
来
事
の
記
述
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
。
「
宮
き
よ
め
」
の
年
代
に
つ

い
て
は
、
遠
藤
著
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
と
は
異
な
り
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

で
は
な
く
、
共
観
福
音
書
を
基
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
は
、
天
羽

が
力
説
す
る
イ
エ
ス
の
外
貌
に
つ
い
て
の
共
通
性
は
認
め
ら
れ
な
い
（
イ

エ
ス
の
年
代
記
の
比
較
、
及
び
イ
エ
ス
の
外
貌
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
奇
跡
と
い
う
『
無

力
』
―
遠
藤
周
作
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
と
Ｅ
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
『
イ
エ
ス

そ
の
人
と

歴
史
』
―
」
、「
遠
藤
周
作
研
究
」
第
三
号
、
平
成

年

月

日
、
遠
藤
周
作
学
会
事
務

22

9

10

局
、

―

頁
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
因
み
に
、
遠
藤
著
と
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー

14

27

著
は
と
も
に
、
イ
エ
ス
の
受
洗
か
ら
刑
死
ま
で
の
期
間
を
「
四
年
半
」
で

は
な
く
、
約
四
年
二
か
月
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
遠
藤
著
と
シ
ュ

タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
、
共
通
点
も
有
す
る
が
、
相
違
点
も
有
す
る
。

そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
遠
藤
著
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
を
典
拠
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
引
用
し
た
り
活
用
し
た
り
し
て
い
る
か
、
即
ち
、
遠
藤
は
シ

ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
を
枠
組
み
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
ま
た
、
遠
藤

の
イ
エ
ス
像
に
ふ
さ
わ
し
い
記
述
に
な
る
よ
う
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の

記
述
を
ど
の
よ
う
に
選
択
し
た
り
変
更
し
た
り
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
示
し
、
遠
藤
が
「
無
力
」
な
イ
エ
ス
像
を
形
象
し
て
い
っ
た
一

過
程
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

二

遠
藤
著
と
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著

―
イ
エ
ス
像
、
テ
ー
マ
や
基
本
姿
勢

の
違
い

―

二
書
に
お
い
て
着
目
し
た
い
点
は
、
イ
エ
ス
像
の
違
い
、
著
書
の
テ
ー

マ
や
著
者
の
基
本
的
姿
勢
の
違
い
で
あ
る
。

シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
、
訳
者
高
柳
伊
三
郎
が
、
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー

は
二
十
年
間
一
貫
し
て
、
す
で
に
『
傾
向
的
』
で
あ
る
福
音
書
内
の
資
料

の
み
か
ら
十
九
世
紀
的
意
味
で
の
イ
エ
ス
伝
を
書
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
に
様
式
史
的
研
究
の
成
果
が
彼
に
与
え
た

（
中
略
）
直
接
的
な
影
響
を
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」（
高
柳
伊
三
郎
「
シ
ュ
タ
ウ

フ
ァ
ー
教
授

―
そ
の
『
人
』
と
『
神
学
』
」
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
、

頁
）
と
評
す
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る
よ
う
に
、
「
十
九
世
紀
の
理
想
は
、
イ
エ
ス
の
伝
記
で
あ
っ
た
。
そ
れ

、
、

は
、
イ
エ
ス
の
内
的
・
外
的
生
活
の
発
達
心
理
学
的
描
写
を
、
小
説
の
よ

う
な
具
体
性
や
、
精
神
の
分
析
や
、
説
得
力
を
も
っ
て
試
み
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
、
は
た
し
て
こ
の
理
想
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ

る
。
だ
が
と
に
か
く
今
日
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
理
想
は
達
成
で
き
な

い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」（

頁
、
傍
点
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
）
と
し
て
、
シ
ュ

20

タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
目
指
す
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
事
実
の
解

釈
で
は
、キ
リ
ス
ト
者
と
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
た
い
へ
ん
食
い
ち
が
っ
て
い
る
」

（

頁
）
た
め
に
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
福
音
書
の
ほ
か
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
イ

2
エ
ス
に
関
す
る
報
道
を
も
、
系
統
的
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
利
用
」（

頁
）
し
な

1

が
ら
、
イ
エ
ス
の
奇
跡
は
「
歴
史
的
事
実
で
あ
る
」（

頁
）
こ
と
、
「
わ

3

た
し
は
そ
れ
で
あ
る
」
と
い
う
神
顕
現
の
定
式
文
が
「
最
も
大
胆
な
イ
エ

ス
の
自
己
証
言
で
あ
る
」（

頁
）
こ
と
を
主
張
す
る
。
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
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著
は
随
所
に
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
ユ
ダ
ヤ
側
の
証
言
を
根
拠
の
一
つ
と
し

て
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
が
最
も
重
視
す
る
奇
跡
や
神
顕
現
の
定
式
文
を

証
明
す
る
。
そ
し
て
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
イ
エ
ス
像
を
逞
し
く
威
厳

に
満
ち
た
存
在
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
遠
藤
著
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
よ
う
な
反
キ
リ
ス

ト
教
的
な
ユ
ダ
ヤ
側
の
証
言
を
利
用
す
る
こ
と
を
基
本
的
姿
勢
と
し
て
は

お
ら
ず
、
ま
た
、
十
九
世
紀
的
イ
エ
ス
伝
の
著
者
で
は
な
い
と
さ
れ
る
ブ

ル
ト
マ
ン
や
ボ
ル
ン
カ
ム
な
ど
も
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
タ

ウ
フ
ァ
ー
著
と
同
様
、
十
九
世
紀
的
で
は
な
い
イ
エ
ス
伝
を
目
指
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
が
回
避
し
よ
う
と
し
た

イ
エ
ス
や
ユ
ダ
な
ど
、
人
物
の
内
面
描
写
は
、
そ
れ
が
な
く
て
は
遠
藤
著

は
成
立
し
得
な
い
ほ
ど
の
重
要
さ
で
あ
る
。
更
に
、
遠
藤
著
は
奇
蹟
を
行

え
な
い
「
無
力
」
な
イ
エ
ス
が
無
類
の
愛
の
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

種
々
の
典
拠
を
利
用
し
な
が
ら
立
証
し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
、
復

活
を
め
ぐ
る
終
末
部
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
に
至
る
。

自
分
た
ち
の
卑
劣
な
裏
切
り
に
怒
り
や
恨
み
を
持
た
ず
、
逆
に
愛

を
も
っ
て
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
は
人
間
の
で
き
る
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。（
中
略
）
そ
し
て
彼
等
は
イ
エ
ス
が
自
分
た
ち
の
そ
ば
に
ま
だ
い

る
か
の
如
き
感
じ
が
し
た
。
子
供
に
と
っ
て
失
っ
た
母
が
そ
の
死
後

も
い
つ
も
横
に
い
る
気
持
と
同
じ
よ
う
な
心
理
で
あ
る
。（

頁
）
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家
族
や
友
人
同
士
、
恋
人
同
士
な
ど
に
お
い
て
は
、
「
自
分
た
ち
の
卑

劣
な
裏
切
り
に
怒
り
や
恨
み
を
持
た
ず
、
逆
に
愛
を
も
っ
て
そ
れ
に
応
え

る
」
よ
う
な
愛
の
行
為
に
及
ぶ
人
間
は
、
現
実
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い

か
と
疑
問
に
も
思
う
が
、
遠
藤
著
に
お
い
て
は
、
イ
エ
ス
だ
け
が
そ
の
よ

う
な
愛
の
行
為
を
為
し
得
る
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
テ
ー
マ
や
執
筆
の
前
提
と
な
る
基
本
姿
勢
が
異
な
る

と
、
遠
藤
著
が
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
を
引
用
し
て
も
、
文
脈
が
異
な
る
場

合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
推
測
さ
れ
る
。
事
実
、

パ
ソ
コ
ン
写
真
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
書
込
み
箇
所
や
書
込
み
内

容
な
ど
が
遠
藤
著
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
確
認
で
き
る
箇
所
で
あ
っ
て

も
、
文
脈
を
比
較
す
る
と
、
異
な
っ
て
い
る
箇
所
は
少
な
く
な
い
。
つ
ま

り
、
語
句
自
体
の
意
味
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
語
句
を
含
む
文
脈
が

異
な
る
な
ど
の
場
合
が
多
々
あ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
後
の
章
「
五
」

に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
イ
エ
ス
時
代
の
「
大
工
の
多
く
は
巡
回
労
働
者
だ

っ
た
」（
遠
藤
著
、

頁
）
と
い
う
イ
エ
ス
時
代
の
生
活
の
様
に
つ
い
て
、

12

パ
ソ
コ
ン
写
真
デ
ー
タ
か
ら
、
明
ら
か
に
遠
藤
著
が
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著

を
基
に
記
述
し
て
い
る
と
分
か
る
箇
所
に
お
い
て
も
、
そ
う
で
あ
る
。
イ

エ
ス
時
代
の
「
大
工
」
が
「
巡
回
労
働
者
」
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
語
句

自
体
の
意
味
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
語
句
を
ひ
と
ま
と
ま
り

の
文
脈
の
中
に
置
い
て
、
そ
の
語
句
を
捉
え
よ
う
と
す
る
と
、
文
脈
に
お

け
る
そ
の
語
句
の
果
た
す
役
割
が
変
化
し
、
二
書
の
文
脈
が
異
な
っ
た
も

の
に
な
る
と
い
う
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
二
書
を
比
較
し
、
そ
の
文
脈
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
重

要
な
作
業
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
作
業
に
よ
り
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
に

は
な
い
、
遠
藤
著
に
特
徴
的
な
「
無
力
」
な
イ
エ
ス
像
形
象
の
た
め
の
一

過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
は
、
二
書
の
比
較
の
あ
り
様
か
ら
、



四
種
類
に
分
類
し
て
、
前
章
「
一
」
に
記
し
た
目
的
、
即
ち
シ
ュ
タ
ウ
フ

ァ
ー
著
の
遠
藤
著
へ
の
引
用
の
あ
り
方
、
「
無
力
」
な
イ
エ
ス
像
形
象
の

た
め
の
一
過
程
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
示
し
て
い
く
。

三

シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
か
ら
の
引
用
の
あ
り
方
（
一
）

―
語
句
の
形
や

意
味
、
及
び
文
脈
が
変
化
し
て
い
な
い
例

―

引
用
さ
れ
た
語
句
の
形
や
意
味
が
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
文
脈
も
同
じ
だ

と
判
断
で
き
る
箇
所
を
、
二
書
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
引
用
し
、
《
例
１
》
に
示

す
。
例
文
に
は
、
以
下
の
通
り
、
記
号
を
付
す
。
二
書
に
お
い
て
、
一
致

す
る
部
分
に
は
点
線
を
、
相
違
す
る
部
分
に
は
波
線
を
傍
線
と
し
て
付
す

が
、
取
り
上
げ
る
例
文
の
内
容
に
よ
り
、
単
語
や
語
句
単
位
で
一
致
す
る

か
そ
う
で
な
い
か
を
示
す
部
分
や
単
語
や
語
句
単
位
で
は
な
く
、
内
容
で

一
致
す
る
か
そ
う
で
な
い
か
を
示
す
部
分
、
或
い
は
そ
れ
ら
を
複
合
さ
せ

て
示
す
部
分
な
ど
が
あ
る
。
傍
線
の
始
ま
り
に
は
①
、
②
、
…
…
と
番
号

を
付
す
が
、
番
号
を
見
や
す
く
す
る
た
め
、
文
中
に
記
す
。
番
号
の
順
序

は
遠
藤
著
を
基
準
と
し
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
そ
れ
に
準
じ
る
た
め
、

シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
方
は
、
番
号
順
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
や
、
番
号

が
複
数
回
に
及
ぶ
場
合
な
ど
が
あ
る
。
以
上
は
、
《
例
２
》
～
《
例
４
》

に
つ
い
て
も
、
同
じ
で
あ
る
。

《
例
１
》

・
遠
藤
著
＝
「
①
『
第
一
の
根
本
的
で
確
実
な
事
実
は
、
メ
シ
ヤ
と
い

う
概
念
が
語
録
史
料
（
聖
書
よ
り
前
に
で
き
た
イ
エ
ス
の
言
葉
を
集
め
た

史
料
）
に
は
ま
っ
た
く
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ビ
デ
の

子
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
王
と
い
う
意
味
の
称
号
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
つ
ま
り
語
録
史
料
は
イ
エ
ス
の
ど
ん
な
メ
シ
ヤ

的
な
、
自
己
証
言
も
語
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
』
と
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
は

書
い
て
い
る
。
②
『
語
録
史
料
は
イ
エ
ス
が
メ
シ
ヤ
と
自
称
し
な
か
っ
た

と
い
う
結
論
に
至
ら
せ
る
』
」（

頁
）
。
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・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
＝
「
①
第
一
の
、
根
本
的
で
確
実
な
事
実
は
、

メ
シ
ヤ
と
い
う
概
念
が
語
録
史
料
（
Ｑ
）
に
は
ま
っ
た
く
見
い
だ
さ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ビ
デ
の
子
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
、
ユ
ダ
ヤ
人

の
王
と
い
う
、
同
じ
よ
う
な
意
義
の
称
号
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
い

え
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、
語
録
史
料
は
イ
エ
ス
の
ど
ん
な
メ
シ
ヤ
的
自
己

証
言
も
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
語
録
史
料
は
、
キ
リ
ス
ト
教
最
古

の
イ
エ
ス
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
、
も
っ
ぱ
ら
イ

エ
ス
の
言
葉
（
イ
エ
ス
に
対
し
て
の
、
ま
た
は
イ
エ
ス
に
つ
い
て
の
言
葉

で
は
な
い
）
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
、
原
始
教
会
唯
一
の
書
で
あ
る
。
そ

れ
だ
か
ら
、
②
語
録
史
料
の
証
言
は
、
わ
れ
わ
れ
の
問
題
に
と
っ
て
根
本

的
な
意
義
を
も
ち
、
イ
エ
ス
自
身
は
メ
シ
ヤ
と
自
称
し
な
か
っ
た
と
い
う

結
論
に
至
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。」（

―

頁
）
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《
例
１
》
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
語
句
や
文
な
ど
、
同

じ
表
現
形
式
を
踏
襲
し
、
文
脈
も
同
じ
だ
と
言
え
る
。
細
か
な
点
に
お
い

て
、
①
中
の
「
意
味
」（
遠
藤
著
）
に
対
し
て
、
「
意
義
」（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー

著
）
と
い
う
よ
う
に
、
熟
語
が
異
な
り
、
ま
た
、
「
つ
ま
り
」（
遠
藤
著
）
に

対
し
て
、「
簡
単
に
い
え
ば
」（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
）
、「
語
っ
て
い
な
い
」（
遠

藤
著
）
に
対
し
て
、
「
知
ら
な
い
」（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
）
と
い
う
よ
う
に
、

表
現
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
文
脈
に
影
響
す
る
記
述
の
違
い
で
は
な
い
。



更
に
、
遠
藤
著
は
所
謂
Ｑ
史
料
を
言
い
換
え
て
い
る
が
、
こ
の
変
化
も
文

脈
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
。
②
で
は
、
遠
藤
著
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー

著
を
中
略
し
な
が
ら
引
用
し
て
い
る
な
ど
の
違
い
も
あ
る
が
、
全
体
の
文

脈
と
し
て
、
二
書
は
一
致
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
引
用
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
「
無
力
」
に
象
徴

さ
れ
る
遠
藤
著
の
イ
エ
ス
像
と
、
メ
シ
ヤ
と
自
称
し
な
い
と
い
う
シ
ュ
タ

ウ
フ
ァ
ー
著
の
イ
エ
ス
像
が
重
な
っ
た
た
め
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
遠
藤
は
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
が
重
視
し
て
記
述
し
て
い
る
「
わ

た
し
は
そ
れ
で
あ
る
」
と
い
う
イ
エ
ス
の
神
顕
現
の
定
式
文
の
記
述
箇
所

に
書
込
み
を
施
し
て
も
、
遠
藤
著
に
は
活
か
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
遠
藤

は
、
遠
藤
著
の
イ
エ
ス
像
と
合
わ
な
い
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
内
容
に
つ

い
て
は
引
用
し
て
い
な
い
。
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
イ
エ
ス
像
は
、
こ
の

定
式
文
を
最
大
の
要
素
と
し
て
、
威
厳
に
満
ち
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
の

だ
が
、
遠
藤
著
は
、
そ
れ
を
全
く
引
用
し
た
り
活
か
し
た
り
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
が
最
も
主
張
を
し
、
記
述
も
し
て
い
る
事
が

ら
の
一
つ
で
あ
る
奇
跡
に
つ
い
て
も
、遠
藤
著
は
殆
ど
記
述
し
て
い
な
い
。

み
じ
め
で
「
無
力
」
な
遠
藤
著
の
イ
エ
ス
像
は
、
奇
蹟
を
行
い
、
人
々
か

ら
崇
拝
さ
れ
、
「
わ
た
し
は
そ
れ
で
あ
る
」
と
自
己
証
言
す
る
威
厳
に
満

ち
溢
れ
た
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
イ
エ
ス
像
と
は
相
容
れ
な
い
か
ら
だ
と

考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
《
例
１
》
で
取
り
上
げ
た
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ

ー
著
の
記
述
内
容
は
、
み
じ
め
で
「
無
力
」
な
遠
藤
著
の
イ
エ
ス
像
を
裏

付
け
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
引
用
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。

《
例
１
》
の
よ
う
に
、
語
句
や
文
脈
が
変
化
し
て
い
な
い
例
と
し
て
は
、

三
一
年
過
越
祭
近
い
ガ
リ
ラ
ヤ
伝
道
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、
人

々
が
救
い
主
来
臨
と
い
う
信
仰
伝
統
の
基
に
、
イ
エ
ス
を
メ
シ
ヤ
と
見
な

し
た
と
い
う
箇
所
（
遠
藤
著

頁
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著

頁
）
な
ど
、
僅
か
な
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例
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

四

シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
か
ら
の
引
用
の
あ
り
方
（
二
）

―
語
句
の
形
や

意
味
は
変
化
し
て
い
な
い
が
、
文
脈
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
例

―

文
脈
が
変
化
し
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
引
用
や
記
述
の
し

方
に
よ
っ
て
、文
脈
に
少
し
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
例
の
一
つ
を
、

次
の
《
例
２
》
に
よ
っ
て
示
す
。

《
例
２
》

・
遠
藤
著
＝
「
①
聖
書
が
イ
エ
ス
の
顔
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
語
っ

て
お
ら
ぬ
以
上
我
々
は
そ
れ
を
手
さ
ぐ
り
で
想
像
す
る
よ
り
仕
方
が
な

い
。
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
に
よ
る
と
②
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
教
は
神
の
教
え
を
説

く
者
は
『
背
の
た
か
い
、
身
体
強
健
な
も
の
』
と
規
定
し
て
お
り
、
③
こ

の
規
定
に
は
ず
れ
た
者
は
人
々
か
ら
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
、
批
判
さ
れ
る

習
慣
が
あ
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
も
し
こ
の
説
が
本
当
な
ら
、
④
聖
書
に

は
イ
エ
ス
の
外
見
に
つ
い
て
人
人
の
侮
蔑
す
る
記
事
が
書
か
れ
て
い
な
い

以
上
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
は
普
通
の
身
長
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の

か
も
し
れ
ぬ
。
」（

頁
）
。

10

・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
＝
「
①
④
新
約
聖
書
は
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
に
つ
い

て
人
物
描
写
を
し
て
い
る
が
、
イ
エ
ス
に
つ
い
て
は
し
て
い
な
い
。
そ
の

こ
と
か
ら
結
論
し
て
よ
い
の
は
、
イ
エ
ス
は
、
外
面
的
に
は
そ
の
時
代
の

他
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
本
質
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た



と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
結
論
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
反
対
者
た
ち
が
黙

認
し
て
い
る
こ
と
で
確
証
さ
れ
る
。
③
ラ
ビ
た
ち
は
、
正
し
い
ユ
ダ
ヤ
人
、

特
に
教
師
の
外
貌
に
対
し
て
は
非
常
に
は
っ
き
り
し
た
基
準
を
も
っ
て
お

り
、
こ
の
基
準
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
を
侮
蔑
し
冷
酷
に
批
評
し
た
。
イ
エ

ス
の
姿
や
衣
服
に
つ
い
て
は
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
人
の
攻
撃
は
、
少
し
も
非
難

に
価
す
る
も
の
を
見
い
だ
さ
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
も
し
イ
エ
ス

の
外
貌
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
当
時
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ

人
の
像
を
素
描
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
ば
ら
ば
ら
の
間
接
的

な
福
音
書
の
証
拠
か
ら
得
ら
れ
る
わ
ず
か
な
個
性
的
特
徴
を
加
え
れ
ば
よ

い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

②
ラ
ビ
た
ち
の
信
念
に
よ
れ
ば
、
神
の
臨
在
の
反
映
は
、
た
だ
背
の
高

い
強
健
な
人
間
に
だ
け
あ
り
え
た
。
④
イ
エ
ス
は
明
ら
か
に
こ
う
い
う
身

体
的
資
格
を
も
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
、
反
対
者
が
イ
エ

ス
の
外
見
に
対
し
て
、
攻
撃
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
幼
い
イ
エ
ス
の
満
足
な
成
長
に
関
す
る
ル
カ
の
記
録
と
、
し
ば
し

ば
大
急
ぎ
で
祭
り
の
旅
を
し
た
イ
エ
ス
に
関
す
る
ヨ
ハ
ネ
の
証
言
と
は
、

こ
の
こ
と
で
一
致
す
る
。
要
す
る
に
イ
エ
ス
は
、
少
な
く
と
も
ユ
ダ
ヤ
人

の
標
準
的
な
大
き
さ
で
あ
っ
た
。
」（

―

頁
）
。
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《
例
２
》
は
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
に
記
述
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
容
姿
に

つ
い
て
の
表
現
を
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
記
述
と
し
て
引
用
し
、
遠
藤

著
が
イ
エ
ス
の
容
姿
に
つ
い
て
想
像
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の

身
長
や
体
つ
き
を
、
「
背
の
た
か
い
、
身
体
強
健
な
も
の
」（
遠
藤
著
）
に

対
し
て
、
「
背
の
高
い
強
健
な
人
間
」（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
）
と
、
同
じ
と

言
っ
て
よ
い
表
現
形
式
に
よ
っ
て
記
述
し
、
ま
た
、
教
師
に
対
す
る
当
時

の
ユ
ダ
ヤ
人
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
同
様
の
記
述
を
し
て
い
る
の
で
、
文

脈
に
大
き
な
違
い
は
な
い
と
言
え
る
。
更
に
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
④

中
の
「
幼
い
イ
エ
ス
の
満
足
な
成
長
に
関
す
る
ル
カ
の
記
録
と
、
し
ば
し

ば
大
急
ぎ
で
祭
り
の
旅
を
し
た
イ
エ
ス
に
関
す
る
ヨ
ハ
ネ
の
証
言
と
は
、

こ
の
こ
と
で
一
致
す
る
」
と
い
う
記
述
は
遠
藤
著
に
は
な
い
が
、
遠
藤
著

も
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
と
同
様
、
イ
エ
ス
の
「
身
体
的
資
格
」
を
考
え
る

根
拠
を
聖
書
に
求
め
て
い
る
た
め
、
二
書
の
記
述
内
容
は
一
致
し
て
い
る

と
見
て
よ
い
。

し
か
し
、
先
記
し
た
よ
う
に
、
二
書
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
エ
ス
像
は
根
本
的

に
異
な
る
の
で
、
そ
の
違
い
が
表
現
の
し
方
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る

部
分
が
あ
る
。
た
と
え
ば
④
中
の
「
～
の
か
も
し
れ
ぬ
」（
遠
藤
著
）
に
対

し
て
、
「
明
ら
か
に
～
は
ず
で
あ
る
」（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
）
、
「
～
で
あ
っ

た
」（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
）
と
い
う
記
述
が
そ
う
で
あ
る
。
遠
藤
著
の
記
述

の
し
方
は
、
弱
く
て
悲
し
げ
で
「
無
力
」
で
あ
る
と
い
う
遠
藤
著
の
イ
エ

ス
像
を
反
映
し
て
か
、
或
い
は
ま
た
、
聖
書
に
イ
エ
ス
の
容
姿
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
ま
り
な
い
た
め
か
、
「
～
の
か
も
し
れ
ぬ
」
と
、
弱
い
表
現

の
し
方
で
あ
る
。
逆
に
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
記
述
の
し
方
は
、
逞
し

く
て
威
厳
に
満
ち
た
イ
エ
ス
像
を
反
映
し
て
か
、
或
い
は
ま
た
、
シ
ュ
タ

ウ
フ
ァ
ー
著
の
①
④
中
に
「
こ
う
い
う
結
論
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
反
対
者
た
ち

が
黙
認
し
て
い
る
こ
と
で
確
証
さ
れ
る
」
、
④
中
に
「
で
な
け
れ
ば
、
反

対
者
が
イ
エ
ス
の
外
見
に
対
し
て
、
攻
撃
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
即
ち
、
駁
論
的
な
ユ

ダ
ヤ
側
の
証
言
が
な
い
と
の
自
信
か
ら
か
、
断
定
的
で
あ
る
。
遠
藤
著
は
、

冒
頭
に
お
け
る
文
末
表
現
か
ら
し
て
既
に
、
弱
々
し
げ
な
、
ま
た
、
悲
し



げ
な
イ
エ
ス
に
繋
が
る
よ
う
な
記
述
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
二
書
で
は
、

イ
エ
ス
像
や
基
本
的
姿
勢
が
異
な
る
た
め
に
、
文
脈
に
僅
か
な
ず
れ
が
生

じ
て
い
る
と
言
え
る
。

《
例
２
》
の
よ
う
に
、
文
脈
に
僅
か
な
ず
れ
を
生
じ
さ
せ
る
程
度
の
例

を
見
つ
け
出
す
の
は
、
《
例
１
》
と
同
様
、
難
し
い
。
理
由
は
、
二
書
に

お
け
る
イ
エ
ス
像
と
二
書
に
お
け
る
基
本
的
姿
勢
や
目
的
が
異
な
る
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
イ
エ
ス
は
（
中
略
）
ヨ
ハ
ネ
教
団
の
な
か
で
洗
者

ヨ
ハ
ネ
の
愛
弟
子
」
で
あ
っ
た
と
い
う
遠
藤
著
の
記
述
（

頁
）
は
、
「
イ

42

エ
ス
は
ヨ
ハ
ネ
の
バ
プ
テ
ス
マ
を
固
守
し
て
い
る
間
は
、
一
般
人
に
も
ヨ

ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
に
も
明
ら
か
に
ヨ
ハ
ネ
の
愛
弟
子
で
あ
り
、
」
と
い
う

シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
記
述
（

頁
）
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
考
え
る

102

が
、
そ
の
時
期
の
イ
エ
ス
に
、
遠
藤
著
は
只
管
に
「
愛
」
を
求
め
る
像
を

描
写
す
る
（

頁
）
の
に
対
し
て
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
「
律
法
と
律

37

法
的
敬
虔
」
さ
に
徹
す
る
像
を
描
写
し
て
い
る
（

頁
）
の
で
、
二
書
と

101

も
に
イ
エ
ス
が
洗
者
ヨ
ハ
ネ
の
「
愛
弟
子
」
で
あ
る
こ
と
を
記
述
し
て
い

て
も
、
根
本
的
に
イ
エ
ス
像
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
語

句
の
形
や
語
句
自
体
の
意
味
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
文
脈
に
お
い
て
は
明

ら
か
な
違
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
二
書
に
お
け
る
イ
エ
ス

像
が
根
本
的
に
異
な
る
た
め
、
文
脈
が
一
致
し
た
り
、
僅
か
な
ず
れ
で
収

ま
っ
た
り
す
る
よ
う
な
引
用
箇
所
は
、
少
な
い
の
で
あ
る
。

五

シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
か
ら
の
引
用
の
あ
り
方
（
三
）

―
語
句
の
形
や

意
味
は
変
化
し
て
い
な
い
が
、
文
脈
が
変
化
し
て
い
る
例

―

次
の
《
例
３
》
も
、
《
例
１
》
、
《
例
２
》
と
同
様
、
引
用
さ
れ
た
語
句

の
形
や
意
味
が
変
化
し
て
い
な
い
場
合
の
例
で
あ
る
が
、
《
例
２
》
よ
り

も
、
文
脈
に
変
化
が
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

《
例
３
》

・
遠
藤
著
＝
「
①
養
父
ヨ
ゼ
フ
は
大
工
だ
っ
た
か
ら
、
イ
エ
ス
も
ま
た

そ
の
仕
事
を
習
わ
れ
た
。（
中
略
）
大
工
と
い
っ
て
も
そ
の
仕
事
は
建
物
や

家
を
建
て
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
細
工
師
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
し
か

も
②
ガ
リ
ラ
ヤ
の
大
工
の
多
く
は
巡
回
労
働
者
だ
っ
た
か
ら
、
彼
も
固
定

し
た
店
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
③
ナ
ザ
レ
の
町
や
そ
の
周
り

を
求
め
に
応
じ
て
歩
き
な
が
ら
仕
事
を
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
貧
し
さ
と

か
、
生
活
の
苦
労
、
働
く
男
女
の
汗
の
臭
い
を
イ
エ
ス
が
身
に
し
み
て
知

っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
、
聖
書
に
出
て
く
る
彼
の
譬
話
を
よ
む
と
は
っ
き

り
感
じ
ら
れ
る
。（
中
略
）

（
中
略
）

巡
回
労
働
者
と
し
て
彼
が
毎
日
み
た
の
は
生
活
の
辛
さ
や
貧
し
さ
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
聖
書
の
な
か
に
は
惨
め
な
不
具
者
や
病
人
が
次
々
と
出

て
く
る
が
、
そ
う
し
た
人
た
ち
は
ナ
ザ
レ
や
そ
の
周
辺
の
至
る
所
に
も
住

ん
で
い
た
。（
中
略
）

（
中
略
）
貧
し
き
者
に
神
は
ま
だ
天
国
を
与
え
て
は
い
な
い
。
病
に
泣

く
人
に
神
は
慰
め
を
与
え
て
い
な
い
。
」（

―

頁
）

12

14

・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
＝
「
イ
エ
ス
の
初
期
時
代
（
紀
元
前
七
年
か
ら

紀
元
二
七
年
ま
で
）
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
は
エ
ジ
プ
ト
へ
の
避
難
に
つ
い
て
、
ル
カ
に
よ
る

福
音
書
は
十
二
歳
の
イ
エ
ス
の
宮
も
う
で
に
つ
い
て
語
る
。
こ
の
二
つ
の



物
語
は
、
イ
エ
ス
に
対
す
る
政
治
的
脅
威
と
、
ヨ
セ
フ
の
政
治
的
事
情
へ

の
警
戒
心
を
明
ら
か
に
す
る
、
興
味
あ
る
光
を
投
じ
て
い
る
。
イ
エ
ス
の

父
は
け
っ
し
て
世
を
捨
て
た
敬
虔
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
。（
中
略
）

マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
六
章
三
節
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
①
イ
エ
ス
が
ヨ

セ
フ
の
仕
事
を
学
ん
だ
こ
と
を
知
る
。
②
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
大

工
は
巡
回
労
働
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
承
が
い
ろ

い
ろ
論
争
的
に
酷
評
し
て
い
る
、
③
イ
エ
ス
の
エ
ジ
プ
ト
へ
の
仕
事
の
旅

と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
」（

―

頁
）
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《
例
３
》
で
は
、
①
の
部
分
は
同
じ
、
②
の
部
分
で
は
「
ガ
リ
ラ
ヤ
」（
遠

藤
著
）
に
対
し
て
、
「
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ユ
ダ
ヤ
人
」（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
）
な

ど
、
一
部
異
な
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
脈
に
影
響
す
る
も
の
で
は

な
い
。
た
だ
、
③
の
部
分
は
、
明
ら
か
に
異
な
る
記
述
で
あ
る
。
シ
ュ
タ

ウ
フ
ァ
ー
著
が
イ
エ
ス
の
初
期
時
代
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
と
書

い
て
い
る
た
め
か
、
遠
藤
著
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
に
は
な
い
記
述
を
想

像
力
を
働
か
せ
て
書
い
て
い
る
。イ
エ
ス
は
巡
回
労
働
者
で
あ
っ
た
か
ら
、

ナ
ザ
レ
を
中
心
と
し
た
各
地
を
め
ぐ
っ
て
、
社
会
的
弱
者
や
身
体
的
弱
者

を
よ
く
目
に
し
、
イ
エ
ス
の
心
を
苦
し
く
し
た
と
い
う
記
述
は
、
遠
藤
著

の
み
に
あ
る
。
遠
藤
著
は
、
大
工
が
巡
回
労
働
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
地

を
巡
回
す
る
際
、
イ
エ
ス
が
様
々
な
弱
者
と
め
ぐ
り
会
い
、
そ
の
度
に
心

を
痛
め
た
は
ず
だ
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
遠
藤
著
は
イ
エ
ス

時
代
の
生
活
形
態
を
、
語
句
の
形
や
語
句
自
体
の
意
味
は
そ
の
ま
ま
に
し

て
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
か
ら
引
用
す
る
と
と
も
に
、
社
会
的
弱
者
や
身

体
的
弱
者
に
心
を
痛
め
る
と
い
う
遠
藤
著
の
イ
エ
ス
像
を
描
く
き
っ
か
け

と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
、
大

工
が
巡
回
労
働
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
イ
エ
ス
の
内
面
を
ど
の
よ
う
に
さ

せ
た
か
と
い
う
こ
と
を
記
述
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
は
い
な
い
。
遠
藤
著

は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
記
述
を
引
用
し
て
、
イ
エ
ス
が
ど
の
よ
う
な
生

活
を
送
っ
て
い
た
か
、
イ
エ
ス
の
内
面
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
な
ど
を

記
し
、
イ
エ
ス
が
「
母
の
よ
う
な
同
伴
者
」
へ
と
な
っ
て
い
く
伏
線
を
敷

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
語
句
の
形
や
意
味
は
変
化
し
て
い
な
い
が
、
文
脈
に
変

化
が
現
わ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
ヨ
ハ
ネ
教
団
時
代
の
イ
エ
ス
に
「
同
郷

ガ
リ
ラ
ヤ
人
の
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
は
じ
め
た
」
と
い
う
箇
所
（
遠
藤

著
、

頁
）
が
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
表
現
形
式
も
語
句
自
体
の
意
味
も
、

44

シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
に
書
か
れ
た
も
の
と
同
様
で
あ
る
が
、
文
脈
が
異
な

っ
て
い
る
。
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
、
右
の
ガ
リ
ラ
ヤ
人
グ
ル
ー
プ
の
結

成
を
、
イ
エ
ス
の
「
目
だ
た
な
い
出
発
」
と
し
て
記
述
し
て
い
る
（
シ
ュ

タ
ウ
フ
ァ
ー
著
、

頁
）
の
に
対
し
て
、
遠
藤
著
は
、
イ
エ
ス
が
頭
角
を
あ

100

ら
わ
し
始
め
た
現
象
の
一
つ
と
し
て
記
述
し
て
（
遠
藤
著
、
同
頁
）
お
り
、

文
脈
が
変
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
受
難
直
前
の
イ
エ
ス
の
北
方

へ
の
逃
れ
の
原
因
は
「
過
越
祭
の
日
ま
で
は
死
ぬ
ま
い
と
決
心
さ
れ
て
い

た
か
ら
」
と
い
う
箇
所
（
遠
藤
著
、

頁
）
や
、
受
難
直
前
の
エ
ル
サ
レ
ム

135

行
き
の
イ
エ
ス
の
態
度
を
「
皆
の
先
頭
を
歩
い
た
」
と
記
述
す
る
箇
所
（
遠

藤
著
、

頁
）
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
イ
エ
ス
は
過
越
し
に
死
の
う
と
し
た
」

138

（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
、

頁
）
、
「
イ
エ
ス
が
先
頭
に
立
っ
て
行
か
れ
た
」（
シ
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ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
、

頁
）
と
あ
り
、
語
句
の
形
や
語
句
自
体
の
意
味
は
同

150

じ
だ
と
言
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
句
が
記
さ
れ
た
背
景
、
文
脈
が
異
な
っ

て
い
る
。
北
方
へ
の
逃
れ
も
、
先
頭
に
立
っ
て
エ
ル
サ
レ
ム
に
向
か
う
の



も
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
イ
エ
ス
が
奇
跡
を
行
う
こ
と
が
要
因
だ
と
す

る
の
に
対
し
て
、
遠
藤
著
は
イ
エ
ス
が
奇
蹟
を
行
え
な
い
こ
と
が
要
因
だ

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
語
句
の
形
や
語
句
自
体
の
意
味
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、

文
脈
が
異
な
っ
て
い
る
箇
所
は
多
い
。
理
由
は
、
先
記
し
た
よ
う
に
、
二

書
に
お
け
る
イ
エ
ス
像
が
根
本
的
に
異
な
り
、
ま
た
、
遠
藤
著
は
、
シ
ュ

タ
ウ
フ
ァ
ー
著
と
は
異
な
り
、
母
の
愛
に
満
ち
た
イ
エ
ス
を
強
く
主
張
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

六

シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
か
ら
の
引
用
の
あ
り
方
（
四
）

―
語
句
の
形
は

酷
似
し
て
い
る
が
、
語
句
の
意
味
、
及
び
文
脈
が
変
化
し
て
い
る
例

―

次
に
示
す
《
例
４
》
は
、
語
句
の
形
は
酷
似
し
て
い
る
が
、
語
句
の
意

味
、
及
び
文
脈
が
変
化
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
長
い
引
用
と
な
る
が
、
語

句
の
意
味
、
及
び
文
脈
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
ま

た
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
か
に
文
章
構
成
は
酷
似
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
に
は
必
要
な
量
で
あ
る
。

《
例
４
》

・
遠
藤
著
＝
「
（
前
略
）
あ
れ
ほ
ど
イ
エ
ス
を
と
り
囲
ん
だ
ガ
リ
ラ
ヤ
の

群
衆
た
ち
は
①
急
速
に
熱
狂
的
な
興
奮
か
ら
さ
め
つ
つ
あ
っ
た
。
②
イ
エ

ス
は
今
や
、
彼
等
の
眼
に
は
『
期
待
は
ず
れ
の
預
言
者
』
と
し
て
う
つ
り

は
じ
め
て
い
た
。
③
『
無
力
な
男
』
『
結
局
は
な
に
も
で
き
ぬ
男
』
と
い

う
イ
エ
ス
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
監
視
員
た
ち
の
工
作
で
少
し
ず
つ
人
々

の
心
に
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
④
夏
は
や
が
て
秋
に
移
り
、
湖

畔
の
小
麦
畠
は
黄
ば
む
季
節
に
な
っ
た
。

（
中
略
）

監
視
員
た
ち
は
ナ
ザ
レ
の
町
で
も
イ
エ
ス
に
論
争
を
挑
ん
だ
。
彼
等
は

イ
エ
ス
の
説
く
こ
と
は
神
の
使
信
で
は
な
く
、
⑤
悪
霊
の
言
葉
だ
と
さ
え

言
い
き
っ
た
。
住
民
た
ち
の
な
か
に
は
湖
畔
の
町
々
の
人
々
と
同
じ
よ
う

に
彼
に
奇
蹟
を
求
め
て
き
た
者
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
眼
に
は
も
う
期
待
で

は
な
く
た
だ
好
奇
心
と
軽
蔑
の
色
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
⑥
奇
蹟
を
行
わ

ぬ
イ
エ
ス
を
見
て
、
怒
り
に
か
ら
れ
た
彼
等
は
彼
を
町
の
南
に
あ
る
岩
山

の
断
崖
に
連
れ
て
い
き
、
投
げ
落
そ
う
と
さ
え
し
た
の
で
あ
る
（
ル
カ
、

四
ノ
二
十
九
）
。

⑦
聖
書
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
書
き
ち
ら
さ
れ
て
い
る
こ
の
ナ
ザ
レ
で
の

不
吉
な
出
来
事
を
つ
づ
り
合
わ
せ
て
み
る
と
、
我
々
に
は
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
畔

を
去
っ
た
イ
エ
ス
が
い
か
に
⑧
悪
化
し
た
空
気
の
な
か
で
人
々
に
迎
え
ら

れ
た
か
が
摑
め
る
の
で
あ
る
。
⑨
身
内
か
ら
も
、
か
つ
て
の
知
り
合
い
か

ら
も
反
感
と
敵
意
を
も
っ
て
見
ら
れ
た
イ
エ
ス
の
口
か
ら
、

『
狐
に
も
穴
が
あ
る
。
空
の
鳥
に
も
巣
が
あ
る
。
し
か
し
人
の
子
に
は
枕

す
る
と
こ
ろ
も
な
い
』（
ル
カ
、
九
ノ
五
十
八
）

と
い
う
悲
し
み
の
言
葉
が
洩
れ
る
の
を
聞
く
が
、
そ
れ
は
我
々
に
訴
え

る
切
実
な
響
き
を
も
っ
て
い
る
。（
中
略
）

『
こ
の
後
は
弟
子
た
ち
多
く
退
き
て
、
も
は
や
イ
エ
ス
と
共
に
歩
ま
ざ
り

き
』ヨ

ハ
ネ
福
音
書
六
章
六
十
六
節
の
み
が
記
録
し
て
い
る
こ
の
弟
子
団
の

崩
壊
は
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
に
前
後
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
、
彼
に
つ

き
従
う
の
は
お
そ
ら
く
少
数
の
者
た
ち
だ
け
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
イ



エ
ス
は
彼
等
に
向
っ
て
、

⑩
『
汝
等
も
去
ら
ん
と
欲
す
る
か
』

と
悲
し
げ
に
問
う
た
と
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
は
書
い
て
い
る
。

（
中
略
）
イ
エ
ス
は
彼
等
に
と
っ
て
も
『
無
力
な
る
男
』『
結
局
は
何
も

で
き
ぬ
男
』
に
う
つ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
し
か
し
彼
等
は
な
ぜ
か
こ
の
無
力
な
師
を
棄
て
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
今
人
々
か
ら
見
棄
て
ら
れ
、
孤
独
で
一
人
ぽ
っ
ち

の
イ
エ
ス
か
ら
ど
う
し
て
も
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
が

無
力
に
み
え
れ
ば
み
え
る
ほ
ど
こ
の
人
を
見
棄
て
れ
ば
、
そ
の
あ
と
、
ど

ん
な
に
言
い
よ
う
の
な
い
悔
い
と
寂
し
さ
が
残
る
か
を
彼
等
は
無
意
識
に

感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。

（
中
略
）

と
ま
れ
、
⑪
こ
の
年
の
秋
、
イ
エ
ス
と
彼
等
と
は
文
字
通
り
『
枕
す
る

と
こ
ろ
』
も
な
く
南
部
ガ
リ
ラ
ヤ
（
ル
カ
、
七
ノ
十
一
）
や
ツ
ロ
と
シ
ド

ン
の
地
方
（
マ
ル
コ
、
七
ノ
二
十
四
、
三
十
一
）
に
流
浪
の
旅
を
続
け
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
⑫
彼
等
が
旅
し
た
地
名
も
さ
だ
か
で
は
な
い
の
は
お

そ
ら
く
こ
の
時
期
の
記
憶
が
聖
書
作
家
た
ち
の
語
り
部
だ
っ
た
生
存
弟
子

た
ち
に
と
っ
て
、
悲
し
い
思
い
出
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
イ
エ
ス
の
内

面
の
苦
闘
は
弟
子
た
ち
に
も
理
解
し
が
た
か
っ
た
も
の
だ
ろ
う
し
、
イ
エ

ス
自
身
も
人
々
に
自
分
が
知
ら
れ
る
の
を
避
け
て
お
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る

（
マ
ル
コ
、
七
ノ
三
十
六
、
八
ノ
二
十
六
）
。（
中
略
）

人
に
知
ら
れ
ざ
る
こ
の
イ
エ
ス
一
行
の
放
浪
が
ど
の
く
ら
い
続
い
た
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。
⑪
彼
等
が
南
部
ガ
リ
ラ
ヤ
や
ツ
ロ
や
シ
ド
ン
を
経
て

ふ
た
た
び
湖
畔
に
戻
り
、
更
に
北
の
ト
ラ
ン
ス
・
ヨ
ル
ダ
ン
を
歩
き
つ
づ

け
た
こ
と
は
マ
ル
コ
福
音
書
に
か
す
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

そ
の
旅
に
は
『
⑬
彼
等
は
ま
る
で
逃
げ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
』
と
シ
ュ
タ

ウ
フ
ァ
ー
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
か
つ
て
の
華
や
か
さ
は
も
う
な
か
っ

た
。
群
衆
は
も
う
彼
等
を
と
り
囲
ま
ず
、
町
や
村
で
も
一
行
を
迎
え
る
悦

び
の
声
は
な
く
、
時
に
は
ふ
り
続
く
秋
の
雨
に
濡
れ
、
時
に
は
泊
ま
る
べ

き
家
も
な
い
旅
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
」（

―

頁
、
⑪
は
二
箇
所
に
付
し
て

101

111

い
る
が
、
同
じ
内
容
な
の
で
、
同
一
番
号
に
し
て
い
る
・
注
管
原
）

・
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
＝
「
紀
元
三
一
年
の
過
越
し
の
時
は
、
イ
エ
ス

の
ガ
リ
ラ
ヤ
伝
道
の
絶
頂
点
で
あ
る
（
ヨ
ハ
ネ
六
・
一
四
以
下
）
。
だ
が

①
た
ち
ま
ち
、
局
面
は
急
転
回
す
る
（
ヨ
ハ
ネ
六
・
六
〇
以
下
）
。
イ
エ

ス
は
過
越
し
の
祭
り
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
に
現
わ
れ
な
か
っ
た
。（
中
略
）
そ

こ
で
議
会
の
新
し
い
派
遣
団
が
ガ
リ
ラ
ヤ
に
現
わ
れ
た
。
そ
こ
で
い
っ
そ

う
強
化
さ
れ
た
反
対
扇
動
が
現
わ
れ
た
。
人
々
は
こ
の
神
を
け
が
す
者
に

の
ろ
い
を
叫
ぶ
の
で
あ
る
。

イ
エ
ス
は
、
し
ば
ら
く
の
間
は
な
お
、
カ
ペ
ナ
ウ
ム
地
方
に
滞
留
し
て

い
た
（
ヨ
ハ
ネ
六
・
五
九
）
。
④
四
月
に
は
小
麦
畑
は
黄
ば
ん
で
く
る
。

②
そ
の
頃
、
弟
子
た
ち
が
安
息
日
に
麦
の
穂
を
つ
み
と
っ
た
こ
と
か
ら
衝

突
が
起
こ
っ
た
。
イ
エ
ス
は
彼
ら
を
戒
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

彼
は
そ
れ
を
拒
み
、
そ
の
こ
と
で
そ
そ
の
か
し
た
と
い
う
責
任
を
問
わ
れ

る
。（
中
略
）

イ
エ
ス
は
背
教
の
説
教
者
で
あ
る
。
し
か
も
民
衆
は
、
い
つ
も
群
れ
を

な
し
て
カ
ペ
ナ
ウ
ム
か
ら
、
ガ
リ
ラ
ヤ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
全
土
か
ら
、
エ

ル
サ
レ
ム
か
ら
さ
え
も
、
彼
の
も
と
に
駆
せ
参
じ
た
（
マ
ル
コ
三
・
七
、

マ
マ

二
〇
）（
中
略
）
。
③
す
で
に
エ
ル
サ
レ
ム
の
律
法
学
者
た
ち
は
、
イ
エ
ス



の
奇
跡
活
動
を
現
場
で
調
べ
る
た
め
に
カ
ペ
ナ
ウ
ム
に
や
っ
て
来
て
い
た

（
マ
ル
コ
三
・
二
二
以
下
）
。
彼
ら
の
見
解
で
は
、
イ
エ
ス
の
悪
霊
放
逐

は
事
実
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
背
教
の
説
教
も
事
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼

は
に
せ
予
言
者
で
あ
り
、
彼
の
奇
跡
は
⑤
悪
霊
の
奇
跡
で
あ
る
。（
中
略
）

⑧
状
況
は
、
イ
エ
ス
に
と
っ
て
、
彼
の
親
族
や
弟
子
た
ち
に
と
っ
て
、

ま
た
彼
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
、
ま
っ
た
く

⑧
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
⑨
イ
エ
ス
の
母
は
、
イ
エ
ス
を
責

任
能
力
の
な
い
も
の
と
宣
言
し
て
、
イ
エ
ス
と
同
時
に
親
族
や
友
人
全
体

を
救
お
う
と
い
う
絶
望
的
な
考
え
を
持
つ
に
至
っ
た
（
マ
ル
コ
三
・
二

一
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
好
意
的
な
、
く
り
か
え
さ
れ
た
救
助
の
試

み
も
、
す
べ
て
、
失
敗
に
帰
し
て
し
ま
う
（
マ
ル
コ
三
・
三
一
以
下
）
。

カ
ペ
ナ
ウ
ム
の
町
は
、
こ
の
法
律
の
保
護
外
に
お
か
れ
た
人
間
か
ら
大
挙

し
て
離
反
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
を
救
っ
た
の
で
あ
る
。
⑩
こ

の
離
反
の
運
動
は
イ
エ
ス
の
弟
子
団
の
中
ま
で
も
深
く
侵
入
し
て
く
る

（
ヨ
ハ
ネ
六
・
六
六
以
下
）
。
イ
エ
ス
は
カ
ペ
ナ
ウ
ム
を
去
っ
た
（
マ
タ

イ
一
一
・
二
三
以
下
参
照
）
。
イ
エ
ス
に
忠
実
で
あ
り
つ
づ
け
る
弟
子
だ

け
が
彼
の
も
と
に
留
ま
る
。（
中
略
）
③
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
の
派
遣
員
の
扇

動
が
、
こ
の
場
合
ほ
ど
成
功
し
た
こ
と
は
他
に
な
か
っ
た
。
イ
エ
ス
は
不

貞
の
私
生
児
と
罵
倒
さ
れ
、
自
分
を
救
う
こ
と
の
で
き
な
い
恥
さ
ら
し
の

魔
術
師
と
侮
辱
さ
れ
る
（
ル
カ
四
・
二
三
）
。
間
一
髪
、
か
ろ
う
じ
て
イ

エ
ス
は
、
に
せ
予
言
者
に
石
を
投
げ
よ
う
と
す
る
熱
狂
者
た
ち
か
ら
逃
が

れ
去
っ
た
（
⑥
ル
カ
四
・
二
九
）
。

（
中
略
）
彼
は
不
名
誉
な
逃
亡
に
よ
っ
て
し
か
自
分
を
救
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
（
ル
カ
四
・
三
〇
）
。
⑥
奇
跡
を
行
な
う
者
と
し
て
の
《
無

力
さ
》
に
対
す
る
軽
蔑
は
、
き
わ
め
て
ユ
ダ
ヤ
的
な
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

ナ
ザ
レ
の
南
方
に
は
、
メ
ギ
ド
の
平
野
の
上
に
《
墜
落
の
岩
》
と
い
わ
れ

る
有
名
な
絶
壁
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
人
々
は
そ
こ
で
イ
エ
ス
を
つ
き
お
と

そ
う
と
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
⑦
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
六

章
一
節
以
下
と
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
四
章
一
六
節
以
下
の
伝
承
の
断
片

は
、
⑧
危
険
の
多
か
っ
た
後
期
ガ
リ
ラ
ヤ
時
代
を
写
し
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
⑪
わ
れ
わ
れ
は
、
イ
エ
ス
を
こ
の
夏
の
月
日
の
う
ち

に
、
時
に
は
南
部
ガ
リ
ラ
ヤ
に
（
ル
カ
七
・
一
一
以
下
）
、
時
に
は
ツ
ロ

と
シ
ド
ン
の
地
方
に
（
マ
ル
コ
七
・
二
四
、
三
一
）
、
時
に
は
ふ
た
た
び

湖
畔
や
ト
ラ
ン
ス
ヨ
ル
ダ
ン
に
（
マ
ル
コ
七
・
三
一
、
八
・
二
二
）
、
見

い
だ
す
の
で
あ
る
。
⑫
彼
は
そ
こ
で
ふ
た
り
の
病
人
を
い
や
し
た
が
、
い

つ
も
そ
の
い
や
し
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
彼
ら
に
禁
じ
た
（
マ
ル
コ
七
・

三
六
、
八
・
二
六
）
。
彼
は
け
っ
し
て
人
に
知
ら
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

⑬
彼
は
ま
る
で
逃
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
⑨
《
き
つ
ね
に
は
穴
が
あ

り
、
空
の
鳥
に
は
巣
が
あ
る
。
し
か
し
、
人
の
子
に
は
ま
く
ら
す
る
所
が

な
い
》と
、イ
エ
ス
は
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
九
章
五
八
節
に
語
っ
て
い
る
。」

（

―

頁
）
。
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聖
書
の
箇
所
を
記
述
す
る
⑥
、
⑦
、
⑨
～
⑫
に
つ
い
て
、
二
書
は
一
致

し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
、
⑦
の
「
聖
書
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
書
き
ち
ら
さ
れ
て
い
る
こ
の
ナ
ザ
レ
で
の
不
吉
な
出
来
事
を
つ
づ
り
合

わ
せ
て
み
る
と
、
我
々
に
は
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
畔
を
去
っ
た
イ
エ
ス
が
い
か
に

悪
化
し
た
空
気
の
な
か
で
人
々
に
迎
え
ら
れ
た
か
が
摑
め
る
の
で
あ
る
」

（
遠
藤
著
）
に
対
し
て
、
「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
六
章
一
節
以
下
と
ル
カ



に
よ
る
福
音
書
四
章
一
六
節
以
下
の
伝
承
の
断
片
は
、
危
険
の
多
か
っ
た

後
期
ガ
リ
ラ
ヤ
時
代
を
写
し
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」

（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
）
と
い
う
よ
う
に
、
取
り
上
げ
る
聖
書
の
記
述
の
し

方
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
二
書
が
基
と
し
て
い
る
聖
書
の
箇
所
は
一
致
し

て
い
る
と
見
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
遠
藤
著
は
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の

詳
し
い
記
述
を
簡
略
化
し
て
引
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
イ
エ
ス
受
洗
は
「
二
八
年
の
二
月
頃
」（
遠
藤
著
、

頁
）
と
い

30

う
記
述
は
、
パ
ソ
コ
ン
写
真
デ
ー
タ
か
ら
、
明
ら
か
に
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー

著
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
、
イ
エ
ス
受

洗
の
年
代
を
「
マ
ル
コ
一
・
九
」（

頁
）
、
「
ル
カ
三
・
一
以
下
」
な
ど
の

100

ほ
か
に
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
と
共
観
福
音
書
と
を
比
較
し
て
決
定
し
て
い
る

（
以
上
、

頁
）
が
、
遠
藤
著
は
「
聖
書
に
よ
る
と
」（
同
頁
）
と
記
述
す
る

32

の
み
な
の
で
あ
る
。

だ
が
、
聖
書
の
同
じ
箇
所
を
引
い
て
い
て
も
、
二
書
の
文
脈
は
異
な
っ

て
い
る
。
遠
藤
著
の
イ
エ
ス
は
奇
蹟
を
行
え
な
い
こ
と
を
要
因
と
し
て
逃

れ
て
い
る
が
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
イ
エ
ス
は
奇
蹟
を
行
え
る
こ
と
を

要
因
と
し
て
逃
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑫
中
の
、
イ
エ

ス
た
ち
の
逃
れ
が
「
悲
し
い
思
い
出
」
だ
か
ら
、
聖
書
作
家
た
ち
に
よ
る

地
名
の
記
述
す
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
遠
藤
著
の
想
像
に
値
す
る
シ
ュ

タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
イ
エ
ス
の
「
い
や
し
」
と
そ
の

口
止
め
に
つ
い
て
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
記
述
す
る
が
、
遠
藤
著
は
記

述
せ
ず
、
イ
エ
ス
が
人
に
知
ら
れ
ま
い
と
し
た
と
い
う
文
脈
が
二
書
で
は

異
な
る
。

こ
の
よ
う
な
遠
藤
著
の
特
徴
は
、
⑨
、
⑩
の
よ
う
に
、
聖
書
に
は
な
い

「
悲
し
み
」
、
「
悲
し
げ
」
と
い
う
描
写
を
遠
藤
著
が
行
う
こ
と
に
も
繋
が

っ
て
い
る
。
先
記
し
た
エ
・
ラ
ゲ
訳
『
新
約
聖
書
』
は
、
「
イ
エ
ズ
ヽ
之

に
曰
ひ
け
る
は
狐
は
穴
あ
り
、
空
の
鳥
は
巣
あ
り
、
然
れ
ど
人
の
子
は
枕

す
る
處
な
し
、
と
。
」（
ル
カ
九
・
五
八
）
の
記
、
「
イ
エ
ズ
ヽ
十
二
人
に
向

ひ
、
汝
等
も
去
ら
ん
と
欲
す
る
か
、
と
曰
ひ
し
に
、
」（
ヨ
ハ
ネ
六
・
六
八
）

の
記
で
あ
り
、
「
悲
し
み
」
、
「
悲
し
げ
」
と
い
う
言
葉
の
記
述
を
し
て
い

な
い
（
エ
・
ラ
ゲ
訳
『
新
約
聖
書
』
か
ら
の
引
用
は
、
漢
字
表
記
に
お
い
て
、
で
き
る

範
囲
内
で
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
の
表
記
と
し
て
い
る
。
理
由
と
し
て
、
例
え
ば
遠
藤

著
が
多
用
す
る
「
棄
て
る
」
の
漢
字
表
記
部
分
は
、
エ
・
ラ
ゲ
訳
『
新
約
聖
書
』
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
な
ど
、
遠
藤
に
よ
る
記
述
の
根
拠
を
探
る
上
で
重
要
だ
と
判
断
す
る

た
め
で
あ
る
・
注
管
原
）
。
遠
藤
著
刊
行
時
、
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
山
谷
省

吾
、
高
柳
伊
三
郎
、
小
川
治
郎
編
『
増
訂
新
版

新
約
聖
書
略
解
』（
昭
和

年

月

日
、
日
本
基
督
教
団
出
版
部
、
以
下
、
『
増
新

略
解
』
と
略
記
）
や
、

40

3

1

遠
藤
著
刊
行
後
の
発
行
で
あ
る
山
内
眞
監
修
『
新
共
同
訳

新
約
聖
書
略

解
』（
平
成

年

月

日
初
版
・
同
年

月

日
再
版
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
以

12

3

20

10

1

下
、
『
新
共
同

略
解
』
と
略
記
）
も
、
イ
エ
ス
の
「
悲
し
み
」
と
は
記
述
し

て
い
な
い
。「
ル
カ
九
・
五
八
」
に
つ
い
て
は
、
「
地
上
で
の
イ
エ
ス
の
生

活
そ
の
も
の
が
労
苦
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
」（
『
増
訂
新

版

略
解
』
、

頁
）
、
「
イ
エ
ス
は
狐
や
鳥
で
す
ら
ね
ぐ
ら
を
も
つ
が
、
お

206

の
れ
が
枕
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
旅
人
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
彼
（
第
一
の

人
・
注
管
原
）
の
志
願
を
取
り
合
わ
な
い
」（
『
新
共
同

略
解
』
、

頁
）
と
解

194

説
し
て
い
る
。「
ヨ
ハ
ネ
六
・
六
八
」
に
つ
い
て
は
、
「
イ
エ
ス
は
《
十
二

弟
子
》
に
覚
悟
を
き
か
れ
た
」（
『
増
新

略
解
』
、

頁
）
と
解
説
し
、
『
新

282

共
同

略
解
』
に
解
説
は
な
い
。
つ
ま
り
、
『
略
解
』
に
お
い
て
も
、
遠



藤
著
の
イ
エ
ス
像
の
よ
う
な
悲
し
み
の
イ
エ
ス
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

遠
藤
著
か
ら
の
引
用
文
に
記
し
た
④
以
外
の
部
分
は
、
す
べ
て
遠
藤
著

の
イ
エ
ス
が
奇
蹟
を
行
え
ず
、
人
々
の
求
め
る
メ
シ
ヤ
で
な
か
っ
た
こ
と
、

即
ち
「
無
力
」
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
、
⑧
の
よ
う
に
、
イ
エ
ス
が
「
悪

化
し
た
空
気
の
な
か
」
に
追
い
込
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。
悪
化
し
た
状
況

は
身
内
か
ら
の
敵
視
と
も
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う

に
奇
蹟
を
行
え
な
い
か
ら
、
⑤
の
よ
う
に
、
イ
エ
ス
は
「
悪
霊
」
の
「
言．

葉
」（
傍
点
管
原
）
し
か
吐
け
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ

．ー
著
か
ら
の
引
用
文
に
記
し
た
④
以
外
の
部
分
は
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著

の
イ
エ
ス
が
、
律
法
が
定
め
る
安
息
日
に
つ
い
て
も
敢
然
と
し
た
態
度
を

と
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ま
た
、
イ
エ
ス
は
奇
跡
を
行
う
こ
と

を
原
因
と
し
て
、
⑧
の
よ
う
に
、
イ
エ
ス
の
周
囲
の
「
状
況
」
が
「
恐
る

べ
き
も
の
」
、「
危
険
の
多
か
っ
た
」
も
の
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

イ
エ
ス
に
対
す
る
身
内
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
遠

藤
著
と
異
な
り
、
「
好
意
的
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ

ー
著
に
お
い
て
は
、
イ
エ
ス
は
奇
跡
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
⑤
の

よ
う
に
、
「
悪
霊
」
の
「
奇
跡
」（
傍
点
管
原
）
と
呪
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

．
．

⑧
の
「
悪
化
し
た
空
気
の
な
か
」（
遠
藤
著
）
、
「
状
況
は
」
「
恐
る
べ
き
も

の
」（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
）
、
「
危
険
の
多
か
っ
た
」（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
）
な

ど
の
よ
う
に
、
用
い
ら
れ
る
語
句
自
体
の
意
味
は
同
様
で
あ
っ
て
も
、
イ

エ
ス
の
周
囲
の
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
原
因
は
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

他
の
異
な
る
部
分
と
し
て
は
、
④
、
⑪
の
部
分
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
小
麦
畠
は
黄
ば
む
季
節
に
な
っ
た
」（
遠
藤
著
）
に
対
し
て
、
「
小
麦
畑

は
黄
ば
ん
で
く
る
」（
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
）
な
ど
、
季
節
を
表
す
語
句
が
同

様
の
場
合
で
も
、
そ
の
季
節
そ
の
も
の
は
一
致
し
て
い
な
い
。
遠
藤
著
は

「
小
麦
畠
」
が
「
黄
ば
む
季
節
」
を
秋
と
し
て
い
る
が
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ

ー
著
は
四
月
か
ら
夏
に
か
け
て
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
時
代
の

ツ
ロ
や
シ
ド
ン
に
、
日
本
の
秋
雨
に
相
当
す
る
気
象
状
況
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
が
、
日
本
の
季
節
や
気
象
状
況
を
知
る
読
者
は
、
冷
た

い
秋
雨
に
濡
れ
そ
ぼ
る
み
じ
め
な
イ
エ
ス
一
行
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
遠
藤
著
は
、
み
じ
め
で
「
無

力
な
男
」
イ
エ
ス
を
記
述
す
る
の
に
、
ふ
さ
わ
し
い
季
節
に
変
わ
っ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
、
二
書
の
イ
エ
ス
像
が
異
な
る
の
で
、
⑬
に
お
い
て
も
異

な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
の
書
か
ら
の
典
拠
で
あ
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
文
言
と
は
異

な
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は

「
彼
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
遠
藤
著
は
「
彼
等
」
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
よ
う
に
「
彼
」
と
す
る
と
、
イ
エ
ス
の
み

が
逃
げ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
が
、
遠
藤
著
の
よ
う
に
「
彼
等
」

と
す
る
と
、
イ
エ
ス
一
行
が
逃
げ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

「
彼
」
と
「
彼
等
」
。
大
差
な
く
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
脈
に
照

ら
す
と
、
そ
の
差
は
明
瞭
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
、
唯
イ
エ
ス

の
み
が
奇
跡
を
行
え
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
要
因
と

な
っ
て
、
イ
エ
ス
は
追
わ
れ
る
身
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
遠
藤
著

は
、
イ
エ
ス
が
奇
蹟
を
行
え
ず
、
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
要
因
と
な

っ
て
追
わ
れ
る
身
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
は
「
彼



等
」
で
は
な
く
、
「
彼
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著

は
逃
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
途
上
で
「
い
や
し
」
も
行
っ
て

い
る
。
遠
藤
著
は
秋
雨
と
相
俟
っ
て
、
奇
蹟
を
行
え
な
い
が
た
め
に
、
み

じ
め
で
人
目
を
憚
っ
て
逃
げ
延
び
る
様
で
記
述
し
て
い
る
が
、
シ
ュ
タ
ウ

フ
ァ
ー
著
は
奇
跡
を
行
え
ず
に
「
か
つ
て
の
華
や
か
さ
」
を
な
く
し
た
イ

エ
ス
一
行
な
ど
、
記
述
し
て
は
い
な
い
。

こ
の
《
例
４
》
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
文
脈
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い

る
こ
と
、
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
語
句
の
用
い
方
や
文
章
構
成

は
極
め
て
酷
似
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
文
章

構
成
を
文
脈
と
し
て
で
は
な
く
形
と
し
て
利
用
し
、
そ
こ
に
シ
ュ
タ
ウ
フ

ァ
ー
著
か
ら
得
た
語
句
を
用
い
な
が
ら
、
遠
藤
著
の
文
脈
を
嵌
め
込
ん
で

い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

七

お
わ
り
に

―
《
例
１
》
～
《
例
４
》
の
ま
と
め

―

《
例
１
》
～
《
例
４
》
に
示
し
た
具
体
例
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
考
察
に

よ
り
、
遠
藤
著
が
ど
の
よ
う
に
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
を
引
用
し
た
り
、
活

用
し
た
り
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
具
体
的
に
示
し
、

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
遠
藤
著
は
、
「
無
力
」
な
イ

エ
ス
を
描
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
か
ら
遠
藤
著

に
活
か
せ
る
資
料
を
選
別
し
て
、
ま
た
は
表
現
を
変
え
る
な
ど
工
夫
を
施

し
て
、
引
用
し
た
り
、
活
用
し
た
り
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
二
書
を
比
較
す
る
と
、
イ
エ
ス
の
年
代
記
に
処
々
異
な
る
点
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、
イ
エ
ス
や
イ
エ
ス
の
周
囲
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
ひ

と
ま
と
ま
り
に
し
て
比
較
す
る
と
、
言
葉
の
使
い
方
や
枠
と
し
て
の
文
章

構
成
な
ど
が
非
常
に
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
全
体
的
な
文
章

の
流
れ
に
も
共
通
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
遠
藤
は
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ

ー
著
を
常
に
手
元
に
置
い
て
、
遠
藤
著
を
記
述
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想

像
し
た
く
な
る
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
先
記
し
た
通
り
、
二
書
に
お

い
て
は
テ
ー
マ
や
基
本
的
姿
勢
が
異
な
る
の
で
、イ
エ
ス
像
は
も
と
よ
り
、

記
述
の
細
か
な
相
違
も
散
見
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
試
み
に
、
《
例

４
》
で
引
用
し
た
文
章
全
体
に
お
け
る
書
込
み
箇
所
の
比
率
を
確
認
す
る

と
、
約

行
に
亘
る
引
用
文
の
内
、
書
込
み
箇
所
は
約

行
で
し
か
な
く
、

40
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し
か
も
、
そ
の
約

行
の
う
ち
、
遠
藤
著
に
、
イ
エ
ス
が
奇
跡
を
行
う
こ

9

と
を
原
因
と
し
た
文
脈
で
活
か
さ
れ
た
行
の
総
数
は
、

（
ゼ
ロ
）
で
あ

0

る
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
像
、
テ
ー
マ
や
基
本
的
姿
勢
が
異
な
る
た
め
、
書

込
み
を
施
し
、
ま
た
、
形
式
と
し
て
の
文
章
構
成
を
利
用
し
て
も
、
シ
ュ

タ
ウ
フ
ァ
ー
著
を
そ
の
ま
ま
の
文
脈
で
は
引
用
し
て
い
な
い
の
だ
と
言
う

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
、
イ
エ
ス
像
や
テ
ー
マ
な
ど
が
異
な
る
の
で
、
シ
ュ
タ
ウ

フ
ァ
ー
著
が
強
調
す
る
事
柄
に
関
し
て
も
、
遠
藤
著
は
記
述
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
奇
蹟
に
関
し
て
言
え
ば
、
遠
藤
著
は
、
主
た
る
奇
蹟
で
あ
る

パ
ン
と
魚
の
奇
蹟
、
カ
ナ
の
婚
宴
で
の
奇
蹟
な
ど
に
つ
い
て
記
述
し
て
い

る
が
、
単
純
に
奇
蹟
の
み
を
記
す
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
現
実
的

な
解
釈
も
付
け
加
え
、
ま
た
、
他
の
奇
蹟
に
つ
い
て
は
、
記
述
を
回
避
す

る
姿
勢
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
、
イ
エ
ス
の
神
顕
現
の
定
式
文

に
関
し
て
言
え
ば
、シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
が
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
着
目
し
て
、

イ
エ
ス
は
「
サ
マ
リ
ヤ
で
初
め
て
、（
中
略
）
『
わ
た
し
が
そ
れ
で
あ
る
』
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、



と
「
自
己
証
言
」
し
た
と
す
る
（

頁
、
傍
点
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
）
の
に
対
し

107

て
、
遠
藤
は
「
同
意
し
か
ね
る
」
と
し
、
そ
の
「
最
大
の
理
由
は
こ
の
部

分
が
他
の
福
音
書
で
は
全
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
以
上
、

「
聖
書
物
語
」（
そ
の
十
）
、「
波
」
昭
和

年

月

日
、

頁
）
と
し
て
い
る
。
遠

45
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1

37

藤
は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
し
か
記
述
の
な
い
イ
エ
ス
の
「
わ
た
し
は
そ
れ

で
あ
る
」
と
い
う
発
言
は
、
認
め
ら
れ
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

《
例
４
》
に
引
用
し
た
遠
藤
著
の
記
述
、
即
ち
「
『
こ
の
後
は
弟
子
た
ち

多
く
退
き
て
、
も
は
や
イ
エ
ス
と
共
に
歩
ま
ざ
り
き
』
／
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

六
章
六
十
六
節
の
み
が
記
録
し
て
い
る
こ
の
弟
子
団
の
崩
壊
は
お
そ
ら
く

こ
の
時
期
に
前
後
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」（

―

頁
）
と
い
う
、
多
く
の

103

104

弟
子
た
ち
が
イ
エ
ス
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ハ
ネ
福

音
書
に
し
か
記
述
が
な
く
て
も
、
認
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
遠
藤

著
は
、遠
藤
著
の
イ
エ
ス
像
に
合
わ
な
い
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
記
述
は
、

活
用
し
た
り
引
用
し
た
り
し
な
い
の
だ
と
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で

あ
る
。

遠
藤
著
は
、
一
貫
し
て
、
「
無
力
」
な
イ
エ
ス
を
求
め
、
そ
れ
を
描
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
の
表
現
を
変
え
て
み
た
り
、

内
容
を
選
択
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
引
用
や
活
用
を
行
っ
て
い
る
と
指

摘
で
き
る
。
ま
た
、
遠
藤
著
は
、
裏
切
り
さ
え
も
赦
し
愛
す
る
と
い
う
母

な
る
神
イ
エ
ス
を
描
く
た
め
に
、
イ
エ
ス
を
「
現
実
に
無
能
な
役
た
た
ず

の
男
」（

頁
）
と
貶
め
る
ほ
ど
ま
で
に
表
現
し
、
ま
た
、
皆
か
ら
軽
蔑
さ

219

れ
、
裏
切
ら
れ
る
と
い
う
構
成
に
し
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
と
は
遠
く
隔

た
っ
た
イ
エ
ス
像
を
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
著
を
大
い
に
活
用
し
な
が
ら
、

形
象
し
た
の
で
あ
る
。

【
付
記
】

本
論
執
筆
に
あ
た
り
、
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
に
は
、
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、

ま
た
、
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
八
女
学
院
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）
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